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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

３０９ 歳入の収納の事務を私人に委託した件 企業支援課

３１０ 歳入の徴収の事務を私人に委託した件 スマート林業課

３１１ 土地改良区の役員の退任について届出があ 農山漁村振興課

った件

３１２ 地籍調査の成果を認証した件 同

３１３ 保安林予定森林に関する通知を受けた件 森林整備課

３１４ 同 同

３１５ 同 同

３１６ 道路の区域を変更する件 道路整備課

３１７ 歳入の指定納付受託者を指定した件 出納局会計課

３１８ 歳入の収納の事務を私人に委託した件 同

３１９ 同 同

【公安委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

８※ 徳島県道路交通法施行細則の一部を改正す

る規則



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
五
年
四
月
一
日
次
の
事
務
を
ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社
に
委
託
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

徳
島
県
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
六

号
。
以
下
「
平
成
十
二
年
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
付
金
に
係
る
償
還
金
の
収

納
の
事
務

二

平
成
十
二
年
規
則
に
よ
る
廃
止
前
の
徳
島
県
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
九

年
徳
島
県
規
則
第
二
十
八
号
）
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
付
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
の
事
務



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
五
年
四
月
一
日
次
の
事
務
を
株
式
会
社
あ
わ
わ
に
委
託
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
徳
島
県
条
例
第
七
十

四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
使
用
料
の
徴
収
の
事
務



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地

改
良
区
の
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

土
地
改
良
区
の
名
称

阿
南
東
部
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

役

員

名

氏

名

住

所

理

事

上

田

計

幸

阿
南
市
中
林
町
林
崎
四
三



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
二
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
み
よ
し

町
長
か
ら
認
証
の
請
求
の
あ
っ
た
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
認
証
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一
１

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

東
み
よ
し
町

２

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度

３

成
果
の
名
称

東
み
よ
し
町
西
庄
字
加
茂
山
及
び
樋
尻
川
、
中
屋
の
一
部
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
（
西
庄
六
地
区

）
４

調
査
を
行
っ
た
地
域

三
好
郡
東
み
よ
し
町
西
庄
の
一
部
（
西
庄
六
地
区
）

５

認
証
年
月
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日

二
１

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

東
み
よ
し
町

２

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度

３

成
果
の
名
称

東
み
よ
し
町
毛
田
の
一
部
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
（
毛
田
十
二
地
区
）

４

調
査
を
行
っ
た
地
域

三
好
郡
東
み
よ
し
町
毛
田
の
一
部
（
毛
田
十
二
地
区
）

５

認
証
年
月
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日

三
１

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

東
み
よ
し
町

２

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度

３

成
果
の
名
称

東
み
よ
し
町
昼
間
字
西
谷
、
打
越
、
サ
ル
バ
ミ
北
及
び
サ
ル
バ
ミ
、
キ
ト
内
、
城
山
下
、
前
山
の

一
部
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
（
前
山
一
地
区
）

４

調
査
を
行
っ
た
地
域

三
好
郡
東
み
よ
し
町
昼
間
の
一
部
（
前
山
一
地
区
）

５

認
証
年
月
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日

四
１

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

東
み
よ
し
町



２

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度

３

成
果
の
名
称

東
み
よ
し
町
昼
間
字
土
取
、
前
山
の
一
部
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
（
前
山
二
地
区
）

４

調
査
を
行
っ
た
地
域

三
好
郡
東
み
よ
し
町
昼
間
の
一
部
（
前
山
二
地
区
）

５

認
証
年
月
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
三
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
穴
吹
町
口
山
字
首
野
八
六
〇
の
一
及
び
八
六
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
馬
市

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
四
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
脇
町
字
下
大
滝
二
一
、
二
二
、
六
二
の
一
、
六
三
の
一
、
六
三
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
下
大
滝
二
一
・
六
二
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
森
林
整
備
課
及
び
美
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
五
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
木
屋
平
字
麻
衣
四
五
番
二
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
馬
市

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
五
年
六
月
二
十
七
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

徳
島
市
津
田
海
岸
町
一
一
二

旧

二
一
・
七
〜
二
四
・
〇

五
五
・
三

五
番
一
七
七
地
先

９

徳
島
津
田
イ

徳
島
市
津
田
海
岸
町
一
一
二

２１

ン
タ
ー

五
番
一
七
七
地
先
か
ら

新

二
二
・
七
〜
二
四
・
〇

五
五
・
三

同

一
一
二

五
番
八
〇
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

名
称

住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

納
付
事
務
に
係
る
歳
入
等

指
定
を
し
た
日

株
式
会
社

東
京
都
港
区
南
青
山
五
丁
目

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
す
る

令
和
五
年
四
月

ジ
ェ
ー
シ

一
番
二
二
号

次
に
掲
げ
る
歳
入

一
日

ー
ビ
ー

一

使
用
料

二

手
数
料

三

賃
貸
料

四

物
品
売
払
代
金

五

寄
附
金

六

貸
付
金
の
元
利
償
還
金

七

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島

県
条
例
第
三
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す

る
県
税
等
に
係
る
徴
収
金

八

分
担
金

九

不
動
産
売
払
代
金

十

過
料

十
一

第
一
号
、
第
二
号
、
第
八
号
及
び
前

号
に
掲
げ
る
歳
入
に
係
る
延
滞
金
並
び
に

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
に

掲
げ
る
歳
入
に
係
る
遅
延
損
害
金

十
二

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金

十
三

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
四
十
四
号
）
第
七
十
八
条
の
三
第
一

項
の
返
還
額
及
び
徴
収
額
、
同
条
第
二
項

の
返
還
額
並
び
に
同
条
第
三
項
の
返
還
額

十
四

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
四
第
四
項
の

放
置
違
反
金

ユ
ー
シ
ー

同

台
場
二
丁
目
三

同

同

カ
ー
ド
株

番
二
号

式
会
社



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
八
号

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
四
月
一
日
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
を

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
私
人
に
委
託
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

法
令
の
規
定

事
務

私
人

地
方
自
治
法

一

次
に
掲
げ
る
歳
入
（
以
下
「
使
用
料
等
」
と

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー

施
行
令
（
昭

い
う
。
）
の
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

タ

ビ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

和
二
十
二
年

収
納
事
務
の
取
り
ま
と
め

政
令
第
十
六

１

使
用
料

号
）
第
百
五

２

手
数
料

十
八
条
第
一

３

賃
貸
料

項
及
び
第
百

４

物
品
売
払
代
金

五
十
八
条
の

５

寄
附
金

二
第
一
項

６

貸
付
金
の
元
利
償
還
金

７

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県

条
例
第
三
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
県

税
等
に
係
る
徴
収
金

８

分
担
金

９

不
動
産
売
払
代
金

過
料

10

１
、
２
、
８
及
び

に
掲
げ
る
歳
入
に
係

11

10

る
延
滞
金
並
び
に
３
か
ら
６
ま
で
及
び
９
に

掲
げ
る
歳
入
に
係
る
遅
延
損
害
金

二

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗
に
お
け
る
使
用
料

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

等
の
収
納
事
務

パ
ン

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

株
式
会
社

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

三

加
盟
店
舗
に
お
け
る
使
用
料
等
の
収
納
事
務

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

四

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ

を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
使
用
料
等
（
第
一
号

ａ
ｙ
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

の
５
及
び
６
に
掲
げ
る
歳
入
を
除
く
。
）
の
収

コ
モ

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社

株

納
事
務

式
会
社
み
ず
ほ
銀
行



児
童
福
祉
法

一

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー

（
昭
和
二
十

よ
る
徴
収
金
（
以
下
「
徴
収
金
」
と
い
う
。
）

タ

ビ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

二
年
法
律
第

の
収
納
事
務
の
取
り
ま
と
め

百
六
十
四
号

）
第
五
十
六

二

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗
に
お
け
る
徴
収
金

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

条
第
三
項

の
収
納
事
務

パ
ン

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

株
式
会
社

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

三

加
盟
店
舗
に
お
け
る
徴
収
金
の
収
納
事
務

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

四

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ

を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
徴
収
金
の
収
納
事
務

ａ
ｙ
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社

株

式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

生
活
保
護
法

一

生
活
保
護
法
第
七
十
八
条
の
三
第
一
項
の
返

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー

（
昭
和
二
十

還
額
及
び
徴
収
額
、
同
条
第
二
項
の
返
還
額
並

タ

ビ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

五
年
法
律
第

び
に
同
条
第
三
項
の
返
還
額
（
以
下
「
返
還
額

百
四
十
四
号

等
」
と
い
う
。
）
の
収
納
事
務
の
取
り
ま
と
め

）
第
七
十
八

条
の
三
第
一

二

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗
に
お
け
る
返
還
額

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

項
か
ら
第
三

等
の
収
納
事
務

パ
ン

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

項
ま
で

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

株
式
会
社

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

三

加
盟
店
舗
に
お
け
る
返
還
額
等
の
収
納
事
務

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

道
路
交
通
法

一

道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
四
第
四
項
の
放

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー

（
昭
和
三
十

置
違
反
金
（
以
下
「
放
置
違
反
金
」
と
い
う
。

タ

ビ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

五
年
法
律
第

）
の
収
納
事
務
の
取
り
ま
と
め

百
五
号
）
第

五
十
一
条
の

二

直
営
店
舗
及
び
加
盟
店
舗
に
お
け
る
放
置
違

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

十
六

反
金
の
収
納
事
務

パ
ン

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

株
式
会
社

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン



三

加
盟
店
舗
に
お
け
る
放
置
違
反
金
の
収
納
事

株
式
会
社
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

務
四

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ

を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
放
置
違
反
金
の
収
納

ａ
ｙ
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

事
務

コ
モ

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社

株

式
会
社
み
ず
ほ
銀
行



徳
島
県
告
示
第
三
百
十
九
号

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
五
月
一
日
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
を

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
私
人
に
委
託
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

法
令
の
規
定

事
務

私
人

地
方
自
治
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
天
ペ
イ
メ
ン
ト
株
式
会
社

施
行
令
（
昭

利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
次
に
掲
げ
る
歳
入
の
収
納

和
二
十
二
年

事
務

政
令
第
十
六

一

使
用
料

号
）
第
百
五

二

手
数
料

十
八
条
第
一

三

賃
貸
料

項
及
び
第
百

四

物
品
売
払
代
金

五
十
八
条
の

五

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条

二
第
一
項

例
第
三
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
県
税
等

に
係
る
徴
収
金

六

分
担
金

七

不
動
産
売
払
代
金

八

過
料

九

第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
前
号
に
掲

げ
る
歳
入
に
係
る
延
滞
金
並
び
に
第
三
号
、
第

四
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
歳
入
に
係
る
遅
延

損
害
金

児
童
福
祉
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

（
昭
和
二
十

利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条

二
年
法
律
第

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
収
納
事
務

百
六
十
四
号

）
第
五
十
六

条
第
三
項

道
路
交
通
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

（
昭
和
三
十

利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条

五
年
法
律
第

の
四
第
四
項
の
放
置
違
反
金
の
収
納
事
務

百
五
号
）
第

五
十
一
条
の

十
六



徳島県公安委員会規則第８号

徳島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和５年６月27日

徳島県公安委員会委員長 米 澤 和 美

徳島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則

徳島県道路交通法施行細則（昭和47年徳島県公安委員会規則第１号）の一部を次のよう

に改正する。

第13条第１項第２号中「原動機付自転車（」を「一般原動機付自転車（」に改める。

第19条第１項第８号中「自動車から遠隔に存在する運転者が電気通信技術を利用して当

該自動車の運転操作を行うことができる自動運転技術を用いて自動車」を「自動運転技術

その他自動運転の実用化のために必要な技術を用いて車両」に改める。

第28条第１項第１号サ中「第108条の２第１項第15号」を「第108条の２第１項第16号」

に，「別記様式第15号の16」を「別記様式第15号の17」に改め，同号サを同号シとし，同

号コの次に次のように加える。

サ 法第108条の２第１項第15号に規定する講習（以下「特定小型原動機付自転車運

転者講習」という。）の受講は，別記様式第15号の16の特定小型原動機付自転車運

転者講習受講申出書を提出して行うものとする。

第28条第１項第３号ア中「別記様式第15号の17」を「別記様式第15号の18」に改め，同

号イ中「別記様式第15号の18」を「別記様式第15号の20」に改め，同号イを同号ウとし，

同号アの次に次のように加える。

イ 特定小型原動機付自転車運転者講習を受講した者には，別記様式第15号の19の特

定小型原動機付自転車運転者講習終了証書を交付するものとする。

別記様式第15号の11（１枚目）中
「□住民票 □官公庁通知書

を
「□住民票 □個人

□車検証 □保険証 」 □保険証 □官公

番号カード
に，「備 考 欄」を「受 領」に改める。

庁通知書」

別記様式第15号の18中「第108条の２第１項第15号」を「第108条の２第１項第16号」に

改め，同様式を別記様式第15号の20とする。

別記様式第15号の17を別記様式第15号の18とし，同様式の次に次の１様式を加える。



別記様式第 15 号の 19（第 28 条関係）

第 号

特定小型原動機付自転車運転者講習終了証書

住所

氏名

年 月 日生

上記の者は， 年 月 日道路交通法第 108 条の２第１項

第 15 号に規定する講習を終了した者であることを証明する。

年 月 日

徳島県公安委員会 印



別記様式第15号の16中「第108条の２第１項第15号」を「第108条の２第１項第16号」に

改め，同様式を別記様式第15号の17とし，別記様式第15号の15の次に次の１様式を加える

。



別記様式第 15 号の 16（第 28 条関係）

特定小型原動機付自転車運転者講習受講申出書

年 月 日

徳島県公安委員会 殿

住所

受講者

氏名

年 月 日生

道路交通法第 108 条の２第１項第 15 号に規定する講習を受講します。

受 講 日 年 月 日

手 数 料



附 則

（施行期日）

１ この規則は，令和５年７月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則による改正前の徳島県道路交通法施行細則（以下「改正前の規則」という。

）別記様式第15号の11の運転免許証更新申請書・更新時講習受講申出書の１枚目は，こ

の規則による改正後も当分の間，所要の調整をして，なお使用することができる。

３ この規則の施行の際現に交付されている別記様式第15号の18の自転車運転者講習終了

証書は，改正後の徳島県道路交通法施行細則別記様式第15号の20の自転車運転者講習終

了証書とみなす。
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